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外
国
人
ア
ス
リ
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ト
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も
て
な
し

東
京
農
業
大
学

コ
ン
テ
ス
ト
で
は
す
べ
て
の
料

理
に
ヤ
ム
イ
モ
を
使
用
し
た

タ
ン
ド
リ
ー
釜
を
使
用
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
メ
ニ
ュ
ー
を
展
開

生
涯
学
習
講
座
案
内
な
ど
の
印
刷

物
で
積
極
的
に
G
P
マ
ー
ク
を
使
用

各
々
の
学
生
が
相
互
に
助
け
合

い
初
回
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
終
え
た
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 見逃せない高等教育機関の最新データ満載
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入 学 者 用
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特集

留学生のみなさんを応援する学校
最新インフォメーション一挙掲載

北京での4年間が、君を変える。
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［協力校］ 学校法人 東京国際学園 東京外語専門学校
 〒160-0023 
 東京都新宿区西新宿7-3-8
 TEL 03-3367-1101　 FAX 03-3367-1106

北京外国語大学 中文学部

中国留学個別カウンセリング対応！
 「中国留学に興味はあるけど分からないことが
多くて……」という方は、まずは東京事務所ま
でお問い合わせください。現地での生活に関す
ること、学費などの費用、そのほかのどんな小
さな疑問や相談でも、当学部スタッフが個別に
ていねいに対応いたします。空から見る東キャンパス全体図

11月28日（土）
12月19日（土）

13：00～15：00（14：00～面接）
東京外語専門学校6F

＊ 当日に面接を希望する者は3日前必着で東京事
務所へ出願書類を郵送のこと
＊ ほかの日程での受験を希望する者は東京事務所
までご連絡ください

学校説明会

　
農
学
、生
命
科
学
、環
境
科
学
、

情
報
科
学
分
野
に
お
い
て
深
い
専

門
教
育
・
研
究
を
行
い
、
食
料
や

環
境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
健
康
に
直

結
す
る
問
題
に
取
り
組
む
東
京
農

業
大
学
（
東
京
都
世
田
谷
区
）。

同
大
は
「
G
A
P
食
材
を
使
っ
た

お
も
て
な
し
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
、

「
事
務
局
長
賞
」
を
受
賞
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
内
閣
官

房
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
推
進
本
部
事

務
局
が
主
催
し
て
い
る
。
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
に
向
け
て
ホ
ス
ト
タ
ウ

ン
を
訪
問
す
る
各
国
・
地
域
の
選

手
等
に
対
し
、
日
本
の
食
材
・
お

も
て
な
し
の
心
の
素
晴
ら
し
さ
を

発
信
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実

施
し
て
い
る
。
全
国
の
大
学
や
農

業
科
の
あ
る
高
等
学
校
な
ど
と
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
自
治
体
が
連
携
し
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
、
選
手

を
お
も
て
な
し
す
る
企
画
を
考
案

す
る
。

　
お
も
て
な
し
企
画
に
は
、
農
業

に
お
い
て
食
品
安
全
、
環
境
保

全
、
労
働
安
全
等
の
持
続
可
能
性

を
確
保
す
る
た
め
の
生
産
工
程
管

理
「GAP(Good Agricultual 

P ractice)

」
に
認
証
さ
れ
た

「
G
A
P
食
材
」
を
使
用
す
る
。

同
大
は
、
沖
縄
県
宮
古
島
市
と
連

携
し
、
同
市
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
相

手
国
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
に
出
場
す
る
選

手
等
に
向
け
た
お
も
て
な
し
を
考

え
た
。「
ヤ
ム
イ
モ
食
べ
て
、
い

ざ
金
メ
ダ
ル
を
！
」
と
い
う
テ
ー

マ
の
も
と
、
沖
縄
県
の
伝
統
作
物

で
あ
り
、
同
大
の
宮
古
亜
熱
帯
農

場
で
栽
培
し
、
世
界
規
模
の

G
lobalG

.A
.P

の
認
証
を
取
得

し
て
い
る
ヤ
ム
イ
モ
を
使
用
し
た

「
ヤ
ム
イ
モ
チ
ー
ズ
コ
ロ
ッ
ケ
」

「
島
野
菜
と
ハ
ー
ブ
の
ヤ
ム
イ
モ

ミ
ー
ト
グ
ラ
タ
ン
」「
島
に
ん
に

く
ロ
ー
ス
ト
の
ヤ
ム
イ
モ
ポ
タ
ー

ジ
ュ
」
な
ど
を
提
案
し
た
。

　
企
画
考
案
の
際
に
こ
だ
わ
っ
た

の
は
、
す
べ
て
の
料
理
に
ヤ
ム
イ

モ
を
使
用
す
る
点
だ
。
同
大
が
研

究
・
栽
培
・
普
及
を
進
め
て
い
る

ヤ
ム
イ
モ
を
通
し
て
、
宮
古
島
の

観
光
事
業
の
発
展
に
資
す
る
地
産

地
消
へ
と
つ
な
げ
る
こ
と
を
意
識

し
た
。
ヤ
ム
イ
モ
の
ほ
か
に
も
島

野
草
や
も
ず
く
な
ど
の
地
元
食
材

を
活
用
し
て
い
る
。

　
お
も
て
な
し
の
観
点
か
ら
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
に
な
じ
み
の
あ

る
パ
ン
を
中
心
に
、
惣
菜
や
ス
ー

プ
な
ど
を
好
み
に
応
じ
て
選
択
で

き
る
メ
ニ
ュ
ー
に
し
た
の
も
工
夫

の
一
つ
だ
。
チ
ー
ム
の
ス
タ
ッ
フ

が
学
生
時
代
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
農
家
で
味
わ
っ
た
料
理
を
ヒ
ン

ト
に
着
想
を
得
た
。
ま
た
、
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
と
い
う
競
技
の
性
質

を
考
慮
し
て
、
ス
タ
ミ
ナ
や
ミ
ネ

ラ
ル
を
摂
取
で
き
る
バ
ラ
ン
ス
食

で
の
お
も
て
な
し
を
想
定
し
た
。

　
受
賞
に
際
し
て
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・
東
京
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
担
当
大
臣
の

橋
本
聖
子
氏
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

意
見
交
換
会
が
実
施
さ
れ
た
。
同

大
の
農
場
の
技
術
練
習
生
や
教
職

員
が
参
加
し
、
同
大
の
G
A
P
に

対
す
る
取
り
組
み
と
ヤ
ム
イ
モ
の

宣
伝
を
行
っ
た
。
橋
本
大
臣
か
ら

は
「
地
元
を
代
表
す
る
ヤ
ム
イ
モ

を
使
用
し
な
が
ら
、
栄
養
を
し
っ

か
り
と
考
慮
し
た
メ
ニ
ュ
ー
に
仕

上
げ
た
の
は
非
常
に
素
晴
ら
し

い
」
と
、
高
い
評
価
を
受
け
た
。

　
立
教
大
学
（
東
京
都
豊
島

区
）
は
9
月
21
日
、
埼
玉
県
に

位
置
す
る
新
座
キ
ャ
ン
パ
ス
内

に
ハ
ラ
ル
フ
ー
ド
の
食
堂
「
東

京
ハ
ラ
ル
デ
リ
＆
カ
フ
ェ
」
を

開
設
し
、
正
式
に
営
業
を
開
始

し
た
。

　
同
大
は
平
成
26
年
に
文
部
科

学
省
か
ら
「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー

バ
ル
大
学
創
成
支
援
事
業
」
に

採
択
さ
れ
て
お
り
、
国
際
化
戦

略
「R

ikkyo G
lobal 24

」

を
掲
げ
て
国
際
化
を
推
進
し
て

き
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
、

イ
ス
ラ
ム
圏
か
ら
同
大
へ
の
外

国
人
留
学
生
が
増
加
し
て
い
る

背
景
を
踏
ま
え
、
28
年
に
は
そ

う
し
た
学
生
を
主
な
利
用
者
と

し
て
想
定
し
、
池
袋
キ
ャ
ン
パ

ス
内
に
「
祈
り
の
部
屋/
Prayer R

oom

」
を
設
置
。

ほ
か
に
も
売
店
で
ハ
ラ
ル
対
応

の
食
品
を
販
売
す
る
な
ど
の
取

り
組
み
を
進
め
て
き
た
。
今
回

の
ハ
ラ
ル
食
堂
開
設
に
関
し
て

も
キ
ャ
ン
パ
ス
の
国
際
化
・
多

様
化
へ
の
対
応
と
し
て
実
施
し

て
い
る
。

　
同
食
堂
は
、
特
定
非
営
利
活

動
法
人
日
本
ア
ジ
ア
ハ
ラ
ー
ル

協
会
（
本
部
・
千
葉
市
）
か
ら

「
ハ
ラ
ル
認
証
」
を
取
得
し
て

い
る
。
7
月
1
日
か
ら
プ
レ
オ

ー
プ
ン
と
し
て
部
分
的
に
営
業

に
着
手
。
秋
学
期
か
ら
対
面
で

の
授
業
が
一
部
再
開
さ
れ
る
こ

と
を
受
け
、
店
内
の
換
気
や
座

席
間
隔
の
確
保
、
消
毒
の
徹

底
、
ア
ク
リ
ル
板
の
設
置
な

ど
、
感
染
防
止
対
策
を
綿
密
に

行
っ
た
上
で
正
式
に
営
業
開
始

の
運
び
と
な
っ
た
。

　
メ
ニ
ュ
ー
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

は
多
様
で
「
鶏
の
ロ
ー
ス
ト
＆

ラ
イ
ス
」「
チ
キ
ン
カ
レ
ー
＆

ラ
イ
ス
」「
ガ
パ
オ
丼
」
な
ど

に
加
え
、
同
大
で
し
か
味
わ
え

な
い
限
定
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て

「
照
り
焼
き
丼
」
や
「
ア
ジ
ア

ン
プ
レ
ー
ト
」
を
販
売
。
さ
ら

に
、
同
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る
埼

玉
県
の
さ
つ
ま
い
も
を
使
用
し

た
「
さ
つ
ま
い
も
ナ
ン
ロ
ー

ル
」
を
販
売
し
て
お
り
、
今
後

も
積
極
的
に
埼
玉
県
産
の
食
材

を
使
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発

を
図
っ
て
い
く
と
い
う
。

　
ナ
ン
や
カ
レ
ー
は
店
内
に
あ

る
タ
ン
ド
リ
ー
釜
を
使
用
し
て

焼
き
上
げ
て
お
り
、
炭
火
を
使

っ
た
本
格
的
な
味
に
多
く
の
学

生
が
舌
鼓
を
打
っ
て
い
る
。

「
健
康
的
で
誰
が
食
べ
て
も
お

い
し
く
、
な
お
か
つ
リ
ー
ズ
ナ

ブ
ル
な
食
事
の
提
供
」
と
い
う

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
お
り
、

　武蔵野大学（東京都江東区）は今秋、「GP
（グリーンプリンティング）環境準大賞」
を受賞した。
　GP環境大賞は、一般社団法人日本印刷
産業連合会（本部東京・中央区）が実施す
る制度のことで、印刷製品の「GPマーク」
表示が多かった印刷クライアントを表彰す
るというもの。GPマークとは、印刷業界
の環境配慮自主基準を達成した工場・事業
所で製造され、紙やインキなどといった資
材が基準に適合している印刷製品に表示さ

　和洋女子大学（千葉県市川市）の国際学
部英語コミュニケーション学科では、10
月から「テレタンデム」を用いた語学学習
プログラムを展開している。
　テレタンデムとは、外国語学習者同士が
ペアを組み、お互いの母語や得意な言語を
オンラインで教え合う学習法のこと。同学
科からは14人の学生が参加し、デポール
大学（アメリカ・イリノイ州）日本語学科
の学生と交流を深めている。
　同プログラムは、新型コロナウイルス感

れる。
　同大は 2年連続での受賞となり、今回受
賞した団体の中では唯一の教育機関だっ
た。同大で開催している生涯学習講座の案
内パンフレットなどにGPマークを積極的
に適用。この取り組みは、同大が全学的に
注力する「持続可能な開発目標（SDGs）」
の実行に向けての取り組みの一例で、
SDGs の 17 の目標の一つである「12つく
る責任・つかう責任」に当たり、持続可能
な生産消費形態の獲得を目的としている。

染症の影響により留学ができない事態を考
慮し、「オンラインを使用して世界とつな
がる学習を体験して欲しい」という教員の
思いから、同学科の山本貴恵助教を中心に
スタートした。事前研修では、「Zoom」
を利用して「英語での挨拶ビデオ」を作成。
1回目のセッション会話に向けて、自己紹
介などについてどのような準備を行うかを
話し合った。
　初回のセッションでは、緊張気味の学生
も少なくなかったが、セッションを進める

2年連続GP環境準大賞受賞、SDGsにも貢献
武蔵野大学

「テレタンデム」で海外の学生とオンライン交流
和洋女子大学

　「世界の幸せをカタチにする。」というブ
ランドステートメントのもと、昨春に「武
蔵野大学 SDGs 実行宣言」を発信した武
蔵野大。こうした取り組みのほかにもさま
ざまな活動を通して、SDGs への貢献を図
る取り組みに今後も注目したい。

うち次第に打ち解けた様子だった。
　参加した学生からは「デポール大学のパ
ートナーが絵を使って説明してくれたり、
伝えたいことを察してくれたりしたため、
会話を楽しむことができた」と、交流を楽
しむ声が上がった。
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